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会長 原田晃博    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：第２・３・４木曜日  

幹事 津多一幸  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  

       http://www.iwatsuki-rotaryclub.jp  E-mail:info@iwatsuki-rotaryclub.jp 

 

◆次回の例会◆ 平成３１年６月６日(木)   ＲＹＬＡ研修生報告          点鐘１2 時 3０分 場所 ふな又 

 

皆様こんにちは！今月もロータリー活動にご 

理解、ご協力を戴き感謝申し上げます。いつも、 

ありがとうございます。 

さて、先週の5月19日（日曜日）に台湾の姉 

妹クラブである桃園経国扶輪社の18周年記念式 

典に岩槻RCから5人のメンバーと共に参加して 

きました。偶然ですが5月19日は江原年度の友好クラブ締結

から15年目を迎えます。その間、お互いに奉仕事業を行い、

友好を深めてまいりました。また、東日本大震災の時には多

大なる義援金をいただきました。そのような過去の歴史が頭

の中をよぎりました、感無量です。以下の文章は祝辞です。 
 

桃園経国扶輪社会員の皆様、創立 18 周年、誠におめでとう

ございます。私は国際ロータリー第 2770 地区岩槻ロータリー

クラブ第 56代会長の原田 晃博です。どうぞよろしくお願いし

ます。 岩槻ロータリークラブを代表致しまして、お祝いの辞を

述べさせて戴きます。 

まず、昨年の岩槻ロータリークラブ創立 55周年記念式典の

際には桃園経国扶輪社より多くのメンバーの皆様に出席して

戴きました。誠にありがとうございました。また、8 年前の東日

本大震災の際には多大な義捐金をいただきました。改めまし

て貴クラブの皆様の温かいお気持ちに感謝申し上げます。あり

がとうございます。 

貴クラブは Amigo 会長をはじめ歴代会長の卓越した高潔性

と強いリーダーシップで、創立以来、数多くの輝かしい業績を

積み重ねてこられました。心より敬意を表します。2005 年 5月

の友好クラブの締結以来、2008 年 4月の姉妹クラブの締結、3

年前の 2013 年 4月には再締結を致しました。 
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次年度についての部門セ 

ミナーをご紹介いたします。 

対象の委員長の方は、お忙 

しいところ誠に恐れ入りま 

すが、なにとぞご出席を宜 

しくお願い致します。 

なお、委員長がご都合のつかない場合

は、委員会から代理の方を選出頂きまし

て、次年度幹事の増岡までお知らせ頂き

たいと思います。ご協力を宜しくお願い

いたします。 

7 6 土 米山記念奨学部門セミナー 文教大学  

13201 教室 

7 14 日 管理運営部門セミナー 川口フレンディア 

7 15 月 青少年奉仕部門セミナー ラフレさいたま  

櫻ホール 

7 20 土 奉仕プロジェクト部門セミナー 上尾市文化センター 

8 3 土 公共イメージ部門セミナー 川口フレンディア 

会員増強維持部門セミナー 

9 21 土 ロータリー財団部門セミナー 大宮ソニックシティ  

4 階市民ホール 

 

 
 

会長挨拶       第 56 代会長 原田晃博 

 

 
2 月   2 日 木村郁夫会員   

4 月 13 日 岡野育広会員 23 日 鈴木 隆会員 

5 月 10 日 関根信行会員 21 日 津多一幸会員 

27 日 田中芳明会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また昨年は再々締結を致しました。貴クラブとの交流も14年

目に入り、その間には毎年の相互訪問、共同での国際奉仕プロ

ジェクト事業等、会員相互の交流を深めて参りました。今後も引

き続き、桃園経国ロータリークラブの皆様と共に、より一層の交

流事業が出来ます事を希望致します。 

結びにAmigo会長を代表とする桃園経国ロータリークラブの

皆様の益々のご活躍、ご健勝、ご多幸を祈念いたしまして、お

祝いの言葉と致します。本日は誠におめでとうございます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告 

 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

28 13 1 5 67.86％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 17,000 円 

年間累計額 587,000 円 

 

メンバー（50 音順） 

岡野育広  小田光司  小林 篤  鈴木 隆 

鈴木真樹  関根信行  田中芳明  田畑寛樹 

津多一幸  中村 正  原田晃博  増岡昌行 

三浦宣之 

 🌼ご芳志ありがとうございました🌼 

スマイルＢＯＸより 

 

ようこさんですね。」と言われたそうです。（笑）後からそ

の話を聞いて、今の女房には申し訳ないなと思いました。 

そんな中、父からそろそろ実家の方へ戻って来ないかと

声を掛けられ、父は農業、自分は植木の仕事をそれぞれお

互いに認め合いながらやってきたのですが、私が 36 歳の

時に、元気だった父が急に亡くなってしまいました。年の

暮れに高熱を出し、盲腸だということで手術をうけまし

た。摘出した部分を検査してもらったところ、癌だという

ことが分かりました。盲腸から発覚した癌だったので大腸

かと思っていたのですが、そうではなく、胃や肝臓、肺な

ど調べてもらった結果、すい臓がんだったので、発見され

た時点で手遅れでした。12 月下旬の発見から 5カ月後の 5

月 31 日に帰らぬ人になってしまいました。 

区のＰＴＡ連合会の総会が去年は 5 月 31 日にあったの

で、私は挨拶の中で「今日は父の命日です。父も見守って

くれていると思います。」と言ったところ大爆笑されてし

まいました。みなさん冗談だと思ったようです。（笑）父

が見守ってくれているように、私たちも子供たちを見守っ

ていきましょう！というつもりで話したんですが･･･（笑） 

父の死後、それまでやっていた田んぼ、畑、植木を整理

し、田んぼと植木に絞って仕事をしておりましたが、今は

造園土木や陸上グランドの仕事を中心に、個人としては西

原中学校のＰＴＡ会長をさせてもらっております。 

今日は私自身について少しでも知って頂けたら幸いで

す。今後とも、岩槻ロータリークラブの皆様にはどうぞよ

ろしくお願い致します。 

  

  

 

 

2018 年 11 月 22 日入会 岡
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まずは、ロータリークラブに入会させて頂い 

てありがとうございます。 

本日は自己紹介を兼ねて、私自身についてお話 

させていただこうと思います。 

私は昭和 40 年 4月 13 日に丸山病院で生まれました。その

時に、親が「岡野育弘」と名付けてくれたのですが、父が出

席届を出す時に「ひろ」の字を「育広」と書いて提出してし

まったそうです。帰ってから父は、母に激怒されたそうです。 

幼少期は岩槻警察署のちょっと先にある河合村で林の中に

入って虫を捕まえたり、川で魚を捕まえたりして遊びながら

育ちました。 

それから地元の河合幼稚園、河合小学校に進みました。勉強

より遊びが好きな子どもでした。私は西原中学校でＰＴＡ会

長をさせて頂いているのですが、その頃はまだ西原中学校は

ありませんでしたので、城北中学校に入学したのですが、そ

の頃ちょっと人生がずれてしまったように思います。当時城

北中学校には河合小学校、岩槻小学校、城北小学校からいろ

んな人が入学してきました。私はその当時から体が大きかっ

たので目立つ存在だったようなのです。ですから、いろいろ

話しかけられたりだとか、いいがかりをつけられたりだとか

という事がありました。中学校時代から闘いの戦国時代が始

まりました。岩槻の街や、大宮、春日部、水上公園に遊びに

行くようになりますと、そこでも闘いの日々でした。あの当

時お世話になった先生方のことを思うと、本当に申し訳なか

ったように感じます。 

その後、親の職業が農業だったこともあり、杉戸農業高校

へ進学しました。同級生にはみなさんご存知の小島信昭さん

もいたのですが、彼とは小学校、中学校、高校の途中までは

一緒だったものの、私は早めに高校を卒業することになって

しまったので、違う道を進むこととなりました。 

それから、手に職をつけた方がいいという事で、父から３

つの選択肢の中から一つを選ぶように言い渡されました。 

「親と一緒に農業をやる」 

「大工をやる」 

「父の友達の植木屋さんで造園をやる」 

高校入学時は造園に興味はありませんでしたが、結局、南下

新井にある「岩槻造園」さんという父の友達のところで修行

させて頂くことになりました。そこで植木の手入れや庭造り

などを25歳まで学ばせて頂き、その後第1回目の結婚を経て、

植木の生産・移植・販売なども学んだ方がいいという事で、

中村会員のとなりの渋谷さんのところで 30 歳までお世話に

なりました。 

最初の結婚がいろいろあって 10 年間で終わり、その後に第

2 回目の結婚がありました。最初の女房の名前が「ようこ」

というんですが、偶然にも 2番目の女房も「ようこ」なんで

す。再婚後、女房が役所に戸籍抄本を取りに行った時の話で

す。「岡野ようこです。」と名乗ると、役所の方が「除籍のよ

うこさんですね。」と言うのでびっくりした女房が確認する

と、役所の方は用紙をペラっとめくり、「ああ、2ページ目の 

発 行   会報・広報委員会   委員長 出山知宏  副委員長 藤澤洋介  委員 志水一雄 中村 正 

新会員イニシエーション・スピーチ 

 

 

 

 


